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15
～
17
世
紀
の
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
大

航
海
時
代
の
船
に
は
１
隻
当
た
り
60
ｔ
も

大
麻
草
（
以
下
、
麻
）
が
使
用
さ
れ
た
と

い
う
。
帆
船
の
帆
布
や
ロ
ー
プ
、
船
員
服

に
使
わ
れ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
航

海
日
誌
に
麻
紙
を
使
い
、
夜
に
な
る
と
麻

の
実
油
で
灯
り
を
確
保
し
て
い
た
。
実
は

マ
ゼ
ラ
ン
の
世
界
一
周
も
麻
な
し
で
は
語

れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
ペ
イ
ン

や
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス

な
ど
が
世
界
各
地
で
植
民
地
を
拡
大
す
る

と
、
麻
よ
り
安
い
サ
イ
ザ
ル
麻
や
ジ
ュ
ー

ト
麻
が
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
か
ら
供
給
さ

れ
て
一
気
に
市
場
縮
小
と
な
っ
た
。
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あかほし　 よしゆき

第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
旧
・
ソ
連
の

影
響
下
に
あ
っ
た
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
ポ
ー

ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ル
ー
マ
ニ
ア
な

ど
）
で
栽
培
が
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、
米

国
の
影
響
下
に
あ
っ
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

主
要
国
の
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン

ダ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
で
は
、
麻
栽
培

が
一
時
的
に
禁
止
さ
れ
た
。
例
外
的
に
フ

ラ
ン
ス
は
、
昔
か
ら
紙
パ
ル
プ
用
に
麻
を

栽
培
し
て
い
た
た
め
に
一
度
も
規
制
さ
れ

て
い
な
い
。

１
９
９
０
年
代
に
環
境
問
題
や
健
康
問

題
を
背
景
と
し
た
麻
の
見
直
し
が
広
が

り
、
93
年
に
イ
ギ
リ
ス
、
94
年
に
オ
ラ
ン

日
本
で
麻
農
業
を
は
じ
め
よ
う

聞
い
て
お
き
た
い

大
麻
草
の
正
し
い
知
識

本
連
載
で
は
、
大
麻
草
を
研
究
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
博
士
号
を
取
得
し
た
赤
星
栄

志
氏
が
、
科
学
的
な
視
点
で
こ
の
植
物
の
正
し
い
知
識
を
解
説
し
、
国
内
で
の

栽
培
、
関
連
産
業
の
可
能
性
を
伝
え
る
。
大
規
模
栽
培
が
行
な
わ
れ
て
い
る
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
事
例
を
２
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
す
る
。
今
回
は
栽
培
の
作
業
体
系

の
流
れ
を
ま
と
め
た
。

連　載

09
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
規
模
栽
培
の
方
法
①

ダ
、
96
年
に
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に

お
い
て
薬
理
成
分
Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
０
・
３
％
未

満
の
産
業
用
品
種
の
麻
に
限
定
し
て
栽
培

が
解
禁
さ
れ
た
。
栽
培
の
解
禁
が
実
現
し

た
背
景
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
農
業
共
通
政

策
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
に
よ
る
補
助
金
の
枠
組
み

の
存
在
が
あ
る
。
現
在
の
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る

麻
は
、
Ｅ
Ｕ
規
則
の
農
業
分
野
の
亜
麻
お

よ
び
麻
」
と
い
う
項
目
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
規
則
と
は
Ｅ
Ｕ
の
法
体
系
に
お

い
て
加
盟
国
の
法
令
を
統
一
す
る
た
め
に

制
定
さ
れ
、
そ
の
国
々
に
直
接
の
効
力
を

持
ち
、
す
べ
て
の
国
内
法
よ
り
優
先
さ
れ

る
。
加
盟
国
で
の
麻
栽
培
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

共
同
市
場
機
構
（
Ｃ
Ｍ
Ｏ
）
の
執
行
規
則

に
基
づ
く
補
助
金
の
対
象
に
な
る
。

こ
の
枠
組
み
の
内
容
は
、
70
年
に
規
則

が
発
効
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
幾
多
の
変

遷
が
あ
る
。
例
え
ば
、
01
年
か
ら
は
Ｔ
Ｈ

Ｃ
基
準
を
０
・
３
％
か
ら
０
・
２
％
と
厳

し
く
し
、
品
種
リ
ス
ト
と
Ｔ
Ｈ
Ｃ
測
定
手

順
書
を
発
行
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
に
お

け
る
補
助
金
は
08
年
に
は
麻
の
藁
束
１
ｔ

当
た
り
90
ユ
ー
ロ
だ
っ
た
。
現
在
は
Ｅ
Ｕ

財
政
の
見
直
し
に
よ
り
麻
へ
の
補
助
金
は

な
い
。

・�

栽
培
で
き
る
品
種
は
、
Ｅ
Ｕ
規
則
で
Ｔ

Ｈ
Ｃ
成
分
が
０
・
２
％
未
満
で
あ
る
こ

と
を
規
定
し
て
い
る
。

・�

Ｅ
Ｕ
共
通
品
種
カ
タ
ロ
グ
に
は
農
業
品

種
87
種
類
の
Ａ

－

63
番
に
「
ヘ
ン
プ
・

カ
ン
ナ
ビ
ス
・
サ
テ
ィ
バ
」
の
項
目
が

あ
り
、
52
品
種
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
13
年
５
月
末
時
点
）

・�

Ｅ
Ｕ
圏
内
の
農
家
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府

が
指
定
し
た
麻
専
門
の
種
子
会
社
、
ま

た
は
麻
の
種
子
を
保
有
す
る
い
く
つ
か

の
農
業
試
験
場
か
ら
入
手
す
る
。

・�

栽
培
農
家
は
麻
栽
培
の
た
め
の
特
別
な

ラ
イ
セ
ン
ス
は
必
要
な
く
、
地
方
自
治

体
へ
の
届
出
制
で
あ
る
。

・�

Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
０
・
２
％
未
満
の
品
種
で
あ

れ
ば
、
種
子
と
茎
（
繊
維
と
麻
幹
）
だ

け
で
な
く
、
葉
や
花
穂
も
ビ
ー
ル
、
ハ

栽
培
可
能
な
品
種
と
規
制



52農業経営者 2013 年 9 月号

図 2　３m に伸びた麻を刈り取る

除
の
必
要
は
な
い
。
通
常
の
栽
培
で
は
土

壌
く
ん
蒸
剤
、
殺
虫
剤
、
除
草
剤
は
一
切

使
わ
な
い
。

▼�

収
穫

　

繊
維
採
取
の
場
合
は
、
播
種
後
１
１
０

日
ぐ
ら
い
で
収
穫
期
と
な
る
（
図
２
）。

こ
の
時
期
に
な
る
と
茎
葉
は
多
少
黄
色
に

変
色
し
て
下
葉
が
落
下
す
る
。
収
穫
期
が

早
い
と
繊
維
が
細
美
で
色
沢
も
良
好
で
あ

る
が
、強
さ
が
不
十
分
で
収
量
が
少
な
い
。

遅
す
ぎ
る
と
収
量
は
増
加
す
る
が
、
繊
維

が
粗
剛
と
な
っ
て
色
沢
も
悪
く
、
品
質
が

低
下
す
る
。
Ｅ
Ｕ
で
は
、
種
子
と
繊
維
の

両
方
が
採
れ
る
雄
雌
同
株
の
品
種
が
好
ん

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
（
図
3
）。

　

最
初
に
小
麦
な
ど
の
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン

で
種
子
だ
け
を
収
穫
す
る
（
図
4
）。
そ

の
後
、
茎
を
ト
ラ
ク
タ
に
取
り
付
け
た
刈

払
機
で
カ
ッ
ト
し
て
倒
し
て
い
く
。
ド
イ

ツ
で
は
、
麻
専
用
の
コ
ン
バ
イ
ン
（
図

5
）
が
開
発
さ
れ
た
。
雌
雄
同
株
用
で
、

１
時
間
に
２
～
３
ha
を
刈
り
取
る
こ
と
が

で
き
、
１
台
あ
れ
ば
年
間
５
０
０
ha
ぐ
ら

い
ま
で
対
応
可
能
。
４
・
5
ｍ
の
刈
幅
を

持
つ
ヘ
ッ
ダ
ー
を
備
え
、
３
ｍ
の
ヘ
ン
プ

の
茎
を
内
部
で
60
㎝
に
切
断
し
、
同
時
に

種
子
も
採
取
す
る
。
２
４
０
～
２
８
０
馬

力
の
ヘ
ン
プ
・
コ
ン
バ
イ
ン
は
、
既
存
の

コ
ン
バ
イ
ン
を
ヘ
ン
プ
専
用
に
改
造
す
る

の
に
約
13
万
ユ
ー
ロ（
約
１
８
２
０
万
円
）

を
費
や
し
て
い
る
。

▼
レ
ッ
テ
ィ
ン
グ

　

麻
を
畑
か
ら
持
ち
だ
す
前
に
、
靭
皮
部

ー
ブ
茶
、エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
（
精

油
）、
香
料
、
医
療
用
原
料
な
ど
の
商
品

化
に
活
用
す
る
こ
と
は
合
法
で
あ
る
。

た
だ
し
、
日
本
で
は
い
か
な
る
品
種
で

も
葉
と
花
穂
の
利
用
が
違
法
と
な
る
。

▼�

整
地�　

　

麻
は
深
根
作
物
で
、
表
土
が
浅
い
と
こ

ろ
で
は
十
分
な
生
育
が
期
待
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
前
作
の
作
物
を
収
穫
し
た
後
、

プ
ラ
ウ
で
深
耕
し
、播
種
前
に
ハ
ロ
ー（
砕

土
機
）
を
か
け
て
土
塊
を
細
か
く
砕
く
。�

▼�

播
種

　

繊
維
採
取
用
の
雌
雄
異
株
品
種
の
播
種

量
は
１
８
０
～
２
０
０
粒
／
㎡
（
45
㎏
／

ha
）。
雌
雄
同
株
の
品
種
の
場
合
は
、
同

じ
播
種
条
件
も
し
く
は
若
干
密
度
を
薄
く

し
て
の
栽
培
と
な
る
。
種
子
を
採
る
た
め

に
は
、
条
播
で
畝
幅
75
㎝
、
株
間
30
～
75

㎝
で
、
40
～
80
粒
／
㎡
（
10
～
20
㎏
／

ha
）
を
播
種
す
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
直

播
で
行
な
う
（
図
１
）。�

▼�

肥
料

　

ド
イ
ツ
の
例
で
は
、
目
標
収
量
が
10
～

15
ｔ
／
ha
の
場
合
は
、
１
ha
当
た
り
窒
素

１
０
０
～
１
５
０
㎏
、リ
ン
酸
50
～
75
㎏
、

カ
リ
２
０
０
～
３
０
０
㎏
、
カ
ル
シ
ウ
ム

１
５
０
～
２
０
０
㎏
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
40

～
60
㎏
を
施
肥
す
る
。
ど
ち
ら
も
整
地
前

に
施
肥
を
行
な
う
。�

▼�

病
虫
害�

　

麻
は
病
気
の
発
生
が
ほ
と
ん
ど
な
く
防

図１　ヨーロッパでは大型の播種機を使う

図 3　収穫前の雌雄同株品種

図 4　コンバインで穂先にある種子だけを収穫する

茎下を刈る　巻き取る　 　切断　種子採取 切断した茎を
落とす

栽
培
管
理
・
収
穫

図 5　ドイツで開発された麻専用の収穫機の構造

レ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
運
搬
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麻農業をはじめよう 09 ヨーロッパの大規模栽培の方法①

▼�

運
搬

　

ド
イ
ツ
で
は
、
畑
か
ら
一
次
加
工
工
場

ま
で
運
搬
し
や
す
い
よ
う
に
、
幅
１
・
２

ｍ
、
高
さ
０
・
８
ｍ
、
長
さ
２
・
３
～
２
・

５
ｍ
、
容
積
に
し
て
２
・
３
㎥
の
ブ
ロ
ッ

ク
状
に
す
る
（
図
８
・
９
）。
ブ
ロ
ッ
ク

１
個
当
た
り
平
均
２
３
０
㎏
（
含
水
率
９

％
）、
１
ha
で
約
35
個
で
き
る
。
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（
繊
維
）
と
木
質
部
（
コ
ア
）
を
分
離
し

や
す
く
す
る
た
め
に
、
レ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と

呼
ば
れ
る
処
理
を
す
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
、
主
に
３
週
間
ぐ
ら
い
畑
に
放
置
す

る
雨
露
法
が
と
ら
れ
て
い
る（
図
６
・
７
）。

フ
ラ
ン
ス
で
は
雨
露
法
に
よ
る
茎
の
腐
敗

を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
７
日
間
だ
け
に

と
ど
め
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。�

アフガン編みの
ヘンプコットンハット

図９麻の藁束を圃場から一次加工工場に運ぶ 図８　 運搬しやすいようにベール状またはブ
ロック状にする

図７　雨露レッティング中に切り返しをする 図６　 雨露法によるレッティングを３週間ほ
ど行なう


